
全日本自転車競技選手権ロードレース 2012 
第 15 回全日本自転車競技選手権大会ロードレース （男子エリート、女子エリート、女子ジュニア+WU17） 

第 81 回全日本アマチュア自転車競技選手権大会ロードレース         （男子アンダー23） 

第 17 回ジュニア全日本選手権ロードレース      （男子ジュニア、男子アンダー17+男子アンダー15） 
兼 第30回オリンピック競技大会(2012/ロンドン)・2012年ロード世界選手権自転車競技大会・ジュニア世界選手権自転車競技大会代表候補選手選考参考大会 
2012 年 4 月 28 日（土）̶29 日（日） 岩手山パノラマラインコース（岩手県八幡平市八幡平温泉郷） （15.8km/周） 

Communiqué - 1 

主催：（財）日本自転車競技連盟 共催：八幡平市 主管：岩手県自転車競技連盟 
後援：岩手県・岩手県教育委員会・（財）岩手県体育協会・八幡平市教育委員会・（財）JKA・東北自転車競技連盟・ＩＢＣ岩手放送・テレビ岩手・ 
めんこいテレビ・岩手朝日テレビ・〔以上３大会共通〕 （以下，ジュニア全日本選手権ロードレース）（財）日本自転車普及協会・朝日新聞社・日刊スポーツ新聞社 
協賛：ホテル安比グランド・（社）全国競輪施行者協議会・(財)日本自転車競技会・全国競輪場施設協会・(社)日本競輪選手会 協力：(社)八幡平市観光協会・岩手県岩手警察署・八幡平消防署 

 
１. コミセール・メンバー 
チーフコミセール 藤森  信行 UCI 
コミセールパネル 菊池  津根徳 UCI 
コミセールパネル 森尻  展充 UCI 
コミセールパネル 榎   正人 UCI 
コミセールパネル 岡和田 真治 

 
２. アンチドーピングインスペクター  
リード DCO 本田  昭二 
DCO 坂本  陽一 
DCO 笠師  久美子 
DCO 安達  佳子 
DCO 澤野  博 

 
３. 肖像権についての同意書について 
受付時に配布した「肖像権についての同意書」は，出走サインチェック時に提出すること．    

 
４. 補給について 
各カテゴリの3周回完了時（約46km）より，最終回（残り約15km）まで，フィニッシュ･ラインを通過した地点
に補給ゾーンを設定する．補給ゾーンの前段は左側から，後段においては右側からのみ補給を許可する． 
補給員の限定は行わないが，最低限の人員で安全に留意して補給を行うこと。 
なお、レース中のゴミ捨てについて補給ゾーン終端から 1km 以内に行うこと． それ以外のコースでのゴミ
捨てに対してはペナルティを科す． 
補給ゾーンを含めて，コース上にゴミを散らかさないことを厳守すること．    

 
５. ジュニアのギヤ比制限について 
ジュニアのギア比制限の確認については，出走サインチェック時に全員を対象に実施する． 
上位 6名（表彰状対象者）については，フィニッシュ･ライン先の交差点付近にて再確認する． 

 
６. 表彰式について 
表彰式は，フィニッシュ後速やかに行うので，各カテゴリ上位 3位までの対象者は表彰エリアにて待機する
こと． 

 
７. 以下の競技者に 5000円のペナルティを科す（ JCF競技規則 第 37条 28項 競技管理を尊重しない ）． 
男子 U23 #407 京楽  太伸 （広島） 
男子ジュニア #573 藤田  優 （湘南ベルマーレクラブ） 
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2012年 4月 27日 

アンチドーピング検査 
 

1． 本大会のアンチドーピング検査は、JADA規定ならびにUCIアンチドーピング検査規則に従って実施する． 

2． 検査は、主催者が指定する場所で、JADA車両を使用し実施する．  

3． 検査対象競技者は、検査室ならびフィニッシュライン近くに掲示する．自分が検査対象になっているかどう
かは、競技者自身の責任で確認すること。また本大会では、検査対象選手に対してシャペロンによる通知

も併せて実施する．シャペロンは、対象選手が検査室に到着するまで選手のそばに留まり選手の行動を

観察する． 

4． 検査対象競技者は、検査終了までシャワーを使用することはできない． 

5． 検査対象に選ばれた競技者は，可及的速やかに、レース終了後 30分以内に出頭しなければならない．表
彰式に参加する場合はその後 30分以内に出頭しなければならない．記者会見に出ることを求められた競
技者は，競技者の出席が記者会見で必要なくなってから 30分以内に出頭しなければならない． 

6. 検査対象競技者は、写真付のライセンスあるいは身分証明書を持って出頭しなければならない． 

7. 検査対象競技者は，チーム役員 1名および/または通訳 1名を同伴することができる． 

8． すべての出場選手は、スタート前に，主催者より配布された摂取医薬品リストを提出すること． 

 

 

大会リード DCO  
本 田  昭 二 

 


